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【編集後記】
　『社会系教科教育学研究』第34号が完成いたし
ましたので，お届けします．
　今年度から高等学校でも新教育課程が本格的に
スタートしました．地理歴史科・公民科の科目も
これまでとは大きく異なるラインナップになり，
同時に子どもにとっての学ぶ意味がより重視され
るものとなりました．さらに，指導要録への観点
別評価の記載が高等学校でも必須となり，授業実
践の変革が求められています．
　また，2022年は社会系教科教育に関わる者に
とってもインパクトの大きな年でした．2月には
国連の常任理事国であるロシアがウクライナに侵
攻し，核兵器での恫喝も行いました．国際連合
の存在意義自体が大きく揺らいでいます．7月に
は，安倍元総理銃撃事件が起こり，公人への「暴
力」行為に大人も子どもも衝撃を受けました．こ
の事件によって，日本の政治や社会の抱える諸問
題が浮き彫りになりました．11月には，国際情勢

の変化を背景に日本の防衛費を倍増させ「反撃能
力」の整備などに充てる政府の方針が固められま
した．このような動きの中，今後，社会系教科は
平和と暴力に対して，どうアプローチするのかが
問われることになると思います．
　本号では，民主主義社会の一員として，このよ
うな変化の時代に生きるための力をどのようにし
て子どもたちに培うのかという課題に迫る論文9
編，および書評7編と研究発表大会のシンポジウ
ム報告を掲載することができました．
　なお，ご投稿いただいたものの残念ながら掲載
に至らなかった方々におかれましては，さらに研
究を深めて再投稿してくださいますよう期待して
おります．
　最後に，論文審査にご協力いただいた審査員の
皆様，編集に携わって頂いた皆様に心より御礼申
し上げます．
 （二井　正浩）
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